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　 三
月
議
会
の
一
般
質
問
（
要
旨
）

基
地
問
題
に
つ
い
て

宅
防
音
工
事
の
拡
大
に
つ
い
て

国
は
、「
騒
音
の
測
定
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
防
音
工
事
の
拡
大
に
関
し

て
は
、
態
様
の
変
化
が
な
い
と
困
難

で
あ
り
見
直
し
が
必
要
な
状
況
で
は

な
い
」
と
し
て
い
る
。

放
送
受
信
障
害
対
策
事
業
の
拡
大
に
つ
い
て
、

減
免
区
域
の
設
定
基
準
が
騒
音
被

害
や
電
波
障
害
の
実
情
に
合
わ
な
い

面
も
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
基
づ
き

減
免
措
置
区
域
の
拡
大
を
国
に
要
望

し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

岩
国
市
と
し
て
は
、
住
民
の
方
が

不
公
平
感
、
不
満
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
実
態
に

即
し
た
区
域
指
定
を
行
な
う
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
る
。

地
産
地
消
に
つ
い
て

 

私
は
「
灘
地
区
、
通
津
地
区
は

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音
が
山
に
こ
だ
ま

し
、
大
変
う
る
さ
い
。
実
態
に
即
し
て

区
域
指
定
を
行
な
う
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
山
を
境
界
に
す
る
べ
き
だ
」
と

強
く
求
め
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
地
元
食
材
の
使
用
を

更
に
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て

新
鮮
で
安
心
・
安
全
を
基
調
と
し

た
地
産
地
消
野
取
り
組
み
は
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
地
元
生

産
業
者
、
生
鮮
食
料
品
を
取
り
扱
う

業
者
、
学
校
栄
養
士
の
参
加
す
る
協

議
会
を
設
立
し
、
地
元
の
農
産
物
等

を
取
り
入
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
と
答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

錦
川
流
域
の

住

　
　
災
害
対
策
に
つ
い
て

河
川
の
浚
渫
及
び
改
修
に
つ
い
て

 海土路地区で永年、防火水槽の設
置が求められていましたが、地権者
の協力で実現いたしました。 　萩原団地

       団地内の地籍図訂正
                 大きく前進
  山田議員は、十年前から自治会長さんから団地内道路を岩国市道に
するために相談を受けていました。
 調査をすすめる中で、法務局の図面(地籍図）と現況が異なっている
ことから、団地内道路を岩国市が管理する道路に出来ないことが判明。
 自治会の皆さんと一緒に取り組み、岩国法務局、法務省、法務省山口
本局と何度も協議を進めてきました。
　結果、地籍訂正に必要な「基準点」を法務局で今年度中に設置する
ことの確約を得ました。
　今、自治会では地元説明会を開催し、地籍訂正の準備を進めていま
す。

要求要望実現
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Ｉ
議
員
は
「
予
算
を
否

決
す
れ
ば
、」
参
議
院
選
挙

に
影
響
す
る
。
こ
の
た
び

は
賛
成
す
る
し
か
な
い
。

　
久
間
防
衛
大
臣
の

「
し
ょ
う
が
な
い
」
発
言
、

辞
任
理
由
は
被
爆
地
の
国

民
に
謝
罪
で
は
な
く
、
参

議
院
選
挙
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
か
ら
と
の
こ
と
。

　
自
民
党
議
員
の
発
想
は

両
方
も
よ
く
似
て
い
る
。

　
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
は
５
年
間
で
約
80
億
円
を
投
じ
て

河
川
改
修
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
激
特
事
業
以
外
の
地
域
は
、

基
本
的
に
下
流
域
か
ら
河
川
浚
渫
を

行
な
う
べ
き
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
八
幡
堰
上
流
の
多

量
の
中
洲
の
除
去
を
は
じ
め
、
順
次
、

上
流
へ
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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民
間
空
港
は
第
二
の
愛
宕
山
の

六
月
議
会
は
、三
月
議
会
に
続
き
艦
載
機
受
入
れ
容
認
す
る
議
員
十
七
名

に
よ
っ
て
岩
国
市
の
予
算
を
否
決
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
九
日
に
臨
時
議
会
を
召
集
し
、
交
通
局
予
算
の
修
正
案
（
分
営

化
し
て
嘱
託
職
員
の
身
分
の
安
定
等
盛
り
込
ん
だ
予
算
を
削
除
）を
艦
載
機

受
入
れ
容
認
す
る
会
派
が
急
遽
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、市
庁
舎
建
設
費
に
当
初
合
併
特
例
債
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
従
来
通
り
国
の
補
助
金
を
計
上
し
、
三
十
一
の
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
二
十
一
名
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
私
、
山
田
や
す
ゆ
き

は
、
民
間
空
港
問
題
、
中
小
企
業
融
資
制
度
問
題
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
直
結
し
た
予
算

危
険
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岩
国
基
地
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
発
表
さ
れ
、
実
施
に
向
け
、
既
に

県
と
の
協
議
で
岩
国
市
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
規
模
、

財
政
負
担
等
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ

の
ほ
か
岩
国
市
が
負
担
す
る
の
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
市
長

は
「
二
十
数
年
間
の
市
民
の
悲
願
」
と

い
う
が
私
は
そ
の
よ
う
に
は
思
わ
な

い
。
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。
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民
間
空
港
は
従
来
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
問
題
だ
。
米
軍
再
編
が

出
て
き
て
か
ら
も
別
問
題
と
し
て
要

望
し
て
い
る
。
再
編
問
題
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
が
、
市
の
重
要
な
施
策
と
し
て

必
要
な
努
力
を
し
て
い
く
。

　
地
方
空
港
の
現
状
が
厳
し
い
と
の

指
摘
だ
が
、
基
地
に
あ
る
滑
走
路
そ

の
他
を
利
用
す
る
も
の
で
最
小
の
経

費
で
再
開
で
き
る
。
事
業
費
は
134
億

円
で
岩
国
市
は
三
分
の
一
の
負
担
で

費
用
効
果
の
面
で
有
利
で
あ
る
。
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全
国
的
に
ロ
ー
カ
ル
空
港
の

利
用
者
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
需
要

予
測
を
誤
る
と
第
二
の
愛
宕
山
に
な

る
と
指
摘
し
、
軍
民
共
用
空
港
は
大

変
危
険
で
中
止
す
べ
き
と
主
張
し
ま

し
た 　

　
中
小
企
業
制
度
融
資
に
つ
い
て

　
大
企
業
が
史
上
最
高
の
収
益
を

上
げ
る
一
方
、
働
い
て
も
働
い
て

も
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
。「
経
済
白
書
」
で
も
今
日

の
景
気
回
復
は
「
貧
困
と
格
差
の

拡
大
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
は,

日
本
経
済
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
国
内
で

も
事
業
所
数
で
99
％
、
労
働
者
数

で
は
70
％
を
占
め
、
日
本
経
済
の

主
役
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
岩
国
市
内
で
も
累
積
債
務
で
苦

し
む
中
小
企
業
、
大
店
舗
の
攻
勢

に
苦
し
む
小
規
模
小
売
店
な
ど
大

変
多
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
岩

国
市
中
小
企
業
制
度
融
資
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
市
長
の
答
弁
を
求
め
ま

し
た
。
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中
小
企
業
振
興
資
金
の
利
用
状

況
は
、
平
成
十
八
年
度
は
129
件
で
５

億
８
０
８
８
万
円
と
答
弁
し
、
今
年

の
10
月
頃
か
ら
「
責
任
共
有
制
度
」

が
導
入
さ
れ
信
用
保
障
制
度
の
大
幅

な
制
度
改
正
が
行
な
わ
れ
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
駆
除
対
策
に
つ
い
て

　
私
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
議
会

以
後
何
度
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の

駆
除
対
策
に
つ
い
て
求
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
環
境
省
に
も
何
度
も
対
策
を
求
め

て
参
り
ま
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア

リ
の
生
息
範
囲
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

住
民
は
、
市
の
対
応
に
い
ら
い
ら
し

て
い
ま
す
。
岩
国
市
と
し
て
の
対
応

を
求
め
ま
す
。
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平
成
十
八
年
三
月
に
広
島
県
、

山
口
県
、廿
日
市
市
、岩
国
市
で
構
成

す
る
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
対
策
広

域
行
政
協
議
会
」
を
結
成
し
、同
年
八

月
、
環
境
省
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

の
防
除
要
請
を
行
い
、「
協
議
会
」
で

は
、
十
八
年
度
事
業
と
し
て
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
ア
リ
の
生
態
や
分
布
状
況
、

被
害
実
態
等
の
調
査
を
実
施
、
環
境

省
中
四
国
地
方
環
境
事
業
所
に
要
請
。

　
岩
国
市
と
し
て
も
国
に
よ
る
主
体

的
な
取
り
組
み
を
、
防
除
技
術
の
開

発
や
財
政
的
支
援
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

　
私
は
「
責
任
共
有
制
度
」
が
導
入
さ

れ
れ
ば
審
査
が
更
に
厳
し
く
な
る
と

指
摘
し
、
金
融
期
間
主
導
に
な
ら
な

い
よ
う
活
用
し
や
す
い
制
度
融
資
に

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

               
　
　
臨
時
議
会
で
可
決
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